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1
1　島根半島・宍道湖中海ジオパー
クの活動推進事業

島根半島・宍道湖中海（国引き）ジオパーク推
進協議会及び関連する団体等からの相談・依頼
を受け、ジオサイト看板や普及資料・書籍など
の作成へのアドバイスと編集作業を行う。ま
た、ジオガイド養成講座・学術教育に関する講
演会・シンポジウム等への講師派遣、事務局
会・推進協議会や日本ジオパーク大会の松江・
出雲での開催とジオパーク再認定審査へ向けた
人的派遣を通じて活動を支援する。さらに、研
究活動を通じてジオパークの学術的側面を強化
する。

（総理）入月俊明

（法文）飯野公央
（教育）辻本彰、大谷修司、松本一郎、栢野彰
秀
（人間）鶴永陽子
（総理）大平寛人、林広樹、酒井哲弥、向吉秀
樹、石賀裕明
（生資）広橋教貴、山口啓子、久保満佐子
（エスチュアリー）瀬戸浩二、齋藤文紀、香月
興太
（総合博物館）会下和宏

2
2   「通いの場」を活用した介護・
認知症予防モデルの構築事業

松江市および市の関係機関との協働により、介
護・認知症予防を目的とする「通いの場」の活
動実態を明らかにし、地域の高齢者らのニーズ
に適応した介護・認知症予防モデルを構築す
る。

(法文)　宮本恭子

3
3  ほし柿に寄生する害虫の防除方
法の研究

西条柿をほし柿にした際に柿のヘタ部分に蜘蛛
の巣状に糸を張る害虫の生態の解明と防除方法
の確立。

(生資)　泉洋平

4
4　松江堀川の環境改善プロジェク
ト

松江堀川の環境と水草・藻類の繁茂状況や水生
生物への影響を明らかにし、科学的情報をもと
に、気象条件などに対応した順応的な環境対
策・管理方法の提案を行う。

(生資)　山口啓子
（エスチュアリー）矢島啓
（生資）桑原智之

5
5　田和山遺跡出土品のラマン分光
測定プロジェクト

田和山遺跡から出土した石製品を顕微ラマン分
光器で測定し、その歴史的価
値を明らかにする。

(生資)　山本達之
（生資）吉清恵介、ヌータラパティ へマンス
（戦略的研究推進センター）石垣美歌

6 安来市

1　森林の多面的機能発揮のための
ゾーニングの検討と自然的地形的条
件に基づく地域別目標林型モデルの
構築

今後の安来市の森林整備の方向性を定めるた
め、市内全域の森林のゾーニングを見直すとと
もに、地域別・機能別の目標林型モデルを構築
する。そのための助言やアドバイス，調査など
を行う．

(生資)　髙橋絵里奈 （生資）米康充，吉村哲彦，山下 多聞

7
1　宍道湖西岸地区における出雲産
小豆の生産振興

国営緊急農地再編整備事業「宍道湖西岸地区」
において出雲産大納言小豆の生産拡大が図られ
ており、産官学連携でイベント、セミナーなど
の取り組みに協力している。大学においては小
豆にまつわる研究を各種推進している。

（生資）江角智也 (生資)小林和広，門脇正行，城　惣吉

8
2  機能性農産物高付加価値化プロ
ジェクト

出雲市で栽培される様々な農産物の機能性成分
について含有量と機能性を評価することで、機
能性表示食品への届出などの高付加価値化を目
指す。

(生資)　室田佳恵子

(生資)川向誠，清水英寿，池浦博美，地阪光
生，戒能智宏，松尾安浩，石川孝博，西村浩
二，丸田隆典，小川貴央，高原輝彦，小林伸
雄，江角智也，渋谷知暉，橋口亜由未
(医)矢野彰三
(人間)鶴永陽子
(総科センター)中川強，蜂谷卓士

9
3　新しい「減塩システム」の検証
と普及〜出雲版・健康寿命延伸プロ
ジェクト〜

島根大学の特許を活用して地元企業と共同開発
した「減塩システム」の継続性（30日の完遂割
合）と有用性（降圧効果）について、高血圧を
もつ出雲市役所職員（30名を予定）を対象に、
ヒト介入試験を遂行する。尚、本事業は、医学
部医学研究倫理委員会の承認を得て実施する。
介入試験後は減塩モデル都市として市民への普
及を目指す。

(地域未来)中村守彦 （地域包括ケア）安部 孝文

10
1　雲南市における地域内経済循環
の構築に向けたプロジェクト

雲南市の地域経済再生に不可欠な地域内経済循
環の構築に向けた基礎調査と具体策の検討を雲
南市商工振興課および雲南市商工会と共同で行
う。

（法文）飯野公央
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11
2　雲南市におけるリモートセンシ
ングを用いた森林情報の計測と可視
化に関する調査・研究

雲南市林業の高度化と省力化のため、リモート
センシングを用いた森林の調査・解析・情報利
用手法の研究を行う。

（生資）米康充

12 飯南町
1  飯南町サツマイモ生産利用改善
プロジェクト

(株)なつかしの森及び飯南町サツマイモ生産者
協議会員との連携により収量・品質と加工に関
わる調査・現地実験を行う。大学は学際的な
チームを組み、実験結果に基づき栽培・加工と
販売上の指導・提言を行う。

(生資)　足立文彦 (生資)城惣吉，木原康孝，井上憲一

13
1　隠岐ユネスコ世界ジオパーク魅
力躍進プロジェクト

隠岐の自然や文化に関する調査・研究・教育等
を実施し、ジオパークの魅力躍進に繋がる学術
面・運営面での支援を行う。

（総理）亀井淳志

（法文）野間純平
（教育）辻本彰
（総理）入月俊明、遠藤俊祐、小暮哲也、酒井
哲弥、林広樹、向吉秀樹、Andreas Auer、
Ammini.S.Silpa、Sreehari Lakshmanan
（生資）須貝杏子、高原輝彦、山下多聞、米康
充、吉田真明、久保満佐子

14
2  隠岐の島バイオマスエネルギー
利用推進ネットワーク事業

隠岐の島町はH26年にバイオマス産業都市に選
定され、木質バイオマスを利用したエネルギー
産業の創出及び一次・二次産業への利用推進に
よる産業基盤の拡大と定住環境の強化を推進し
ている。本プロジェクトはその一環として、農
林水産課より熱エネルギーの冬季農産物栽培へ
の利用促進に関わる調査・研究を依頼されたも
のである。

（地域包括）赤井研
樹

15 海士町
1 離島中山間地域の教師養成プロ
ジェクト

学部生や大学院生を連れて海士町でのフィ
ールドワークを実施する。社会に開かれた教育
課程を先進的に実現させた学校と地域の取組を
学ぶ。

(教育)中村怜詞
(教育)小早川倫美，大野公寛，齋藤英明，松尾
奈美

16 知夫村
1　放牧和牛の適正飼養管理に向け
た調査

知夫村では多産次の繁殖和牛の周年放牧が行わ
れている。放牧地草からのエネルギー摂取量を
測定し、11月市場の子牛多頭出荷を可能とする
飼養管理法の提言を目指す。

（生資）一戸俊義

17 西ノ島町
1 シマダイ生西ノ島小中学校出張プ
ロジェクト

島根大学・地域人材育成コース生が教育委員会
や西ノ島小中学校教員と協同で教育プログラム
を開発し実践する。

（地域未来）丸山実
子

18 浜田市
1　プロジェクト名称 浜田市オーガ
ニックビレッジプロジェクト

浜田市の地域性を生かした有機農業を構築する
にあたり，水産業から排出される未利用魚と農
業の収穫残渣を混合した堆肥の製造とその利活
用法を検討し，浜田市の特徴ある有機農業形態
を確立する。

（生資）松本　真悟 （生資）松本敏一、門脇正行、城惣吉

19 奥出雲町
1 奥出雲町世界農業遺産プロジェク
ト

奥出雲町は、棚田に関する様々な取組みが日本
農業遺産に認定され、現在は、世界農業遺産へ
の認定を目指している。本学では世界遺農業遺
産認定後の継続的な発展を目指し、農学、歴史
学、心理学、教育学、地理学、生態学等の様々
な学術的分野から助力を行う。

(生資)松本真悟
(人間)高見 友理，佐藤 鮎美
(教育)作野 広和
(生資)高原 輝彦

20 大田市 1　ハマナスの利活用プロジェクト

日本海側の西限地として島根県指定文化財に指
定されているハマナスの利活用を目指す。連携
協定締結済みの大田市と、大田市内の奥出雲薔
薇園が原種を試験栽培しているハマナスの実
（ローズヒップ）の商品化を産学官連携による
「じげおこし」プロジェクトとして実施する。

(地域未来)中村守彦

（医）小谷仁司
（生資）室田佳代子，池浦博美
（地域包括ケア）安部 孝文

隠岐の島町
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21 邑南町
2　邑南町の豊かな“食”の普及よる
健康長寿のまちづくり

A級グルメのまち邑南町が推進する地産食品、特
に野菜の食習慣・文化の普及を産学官民が協働
で行い、健康長寿なまちづくりのモデル化を行
う。

（人間）磯村実
（人間）磯村実、山崎雅之
（医）矢野彰三
（地域包括）安部孝文

22 津和野町
1　地域高齢者が主体となる健康づ
くりプロジェクト：大学の学際的知
見を活かして

津和野町および町の民間団体との協働により、
地域高齢者の体力測定や心身の健康調査を行
う。大学は学際的なチームを組み、調査結果に
基づき地域健康支援を行う。

（人間）宮崎亮

（教育）原丈貴
（人間）山崎雅之、加川充浩、佐藤桃子、足立
孝子
（総理）廣冨哲也

23 益田市
1　「しまね夢こむぎ」による地域
活性化

島根大学の研究開発成果である低アレルゲン小
麦「しまね夢こむぎ」の利活用による地方創生
を行う。

（医）千貫祐子 （医）千貫祐子、河野　邦江

24
1　中海・宍道湖・大山圏域市長会
「若者を共に育てるプロジェクト」

中海・宍道湖・大山圏域市長会が島根大学と共
同して、地域での活躍を志す学生をともに育て
るもの。具体的には、COC人材育成コース1年生
が履修するイノベーション創成基礎セミナーIを
協働で実施する。

（地域未来）丸山実
子

25 2 制限食開発プロジェクト

高血圧症などで塩分制限を受ける食事を支援す
る簡単なシステムを地域に提供し、健康増進に
寄与する。本システムは一般食にも活用でき、
交通不便な中山間地域やコロナ禍・ポストコロ
ナでこそ、効果的である。島根大学が取得した
特許技術を活用する。

(地域未来)中村守彦 （地域包括）安部孝文

26 日南町
1  中国山地における林業技術の高
度化のための調査・研究

日南町を起点として中国山地地域における林業
活性化を図るため、林業技術の向上に関する研
究と高度な知見や技術の調査・集積を行う。

（生資）米康充 (生資)米　康充、山下多聞、高橋絵里奈

中海・宍道
湖・大山圏
域市長会

（松江市・
出雲市・安
来市・米子
市・境港

市）
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